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凡例




これは「Books」第十八巻（昭和二十六年九月一日　Booksの会刊）所収のものを電子書籍にしたものです。

底本の表記は、新字体新仮名遣い（一部に旧字体を使用）であり、これに従いました。

なお、たとえ現代において不適切とされる表現がみられる場合でも、原文のままにしています。

明らかに誤字・誤植と思われるものにはママルビを付し、〔　〕内に訂正しました。
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　子供の頃、田舎の町に、常陸山と梅ケ谷の一行が来たことがあった。真白い肌の梅ケ谷と、肩はゞの広い常陸山が、何度かの立直しのあと、四つに組んで引分けになったのを憶えている。

　その後、あの何回でも繰返す立直しをぢっと見まもる味が、中学時代から、大学時代とだんだん、退屈に思えて来、あれが、時間制になったときに、それが、本質的にはあり得べからざる相撲道の冒瀆であることを知りながら、やはり、何だか救われた様な気持とゴッチャになって来たのである。

　相撲の真の味は、あの「見合って、見合って！」と行司のかけ声と、シーンと昂まり来る立上りの気配の凝集にあることは、子供心にも判っていたのである。だのに何かしら、私にはもうだんだん退屈になって来たのである。

　高等学校のとき、クラスのラグビーのハーフをやっていて、スクラムをグット組んだ足元へボールを投げ込む「いき」など、あの相撲の「いき」にまことに似たものであるが、もう何か、もっと異った鋭いものが、そこにはある様な気がするのである。

　ラガーの十五人の位置は、刻々と球の位置が変るにしたがって、数学的な科学的な、力学の構成にしたがって移りゆく。

　T・Bに渡った球が、ツーツーと、スリークオーターにのびてゆくにしたがって、美事に展開されてゆく各々の十五人の配列のすばらしさは、走りながら胸のすくものがあるのである。

　スタジヤムの上の方から見ていても、この十五人と十五人の集まり、散り、抜け、切込み、独走と展開する動きは、力に満ちているというよりも、組織と組織が組合っている正確さに打たれる思いがするのである。

　チームワークの美しさとはそれである。

　八人乗のスライデイング等では、この八人の肉体が融け合うことの困難、その融合したときの、水と艇の動きの深さ、それは或る意味では筆舌につくし難いものがある。

　かく考えると、一人の天才、常陸山のかもし出すスポーツの雰囲気と、十五人のラガーが、よい思出のチームとしてかもす雰囲気との間には、何か、すっかり異ったものがあると考えざるを得ないのである。

　しかも、私達の子供の時代、一九〇七年頃と、一九五一年との間には、まことに半世紀の差があり、個人主義時代は漸く去り、集団主義時代が、何か、未知の表情をもって、冷たいマスクをもって私達の時代にその姿をあらわしつゝあるときに、このスポーツに対する大衆の態度の変化が決して偶然でないことを思わずにいられないのである。

「一九五〇年は去れり」と云う標語は、個人自由通商主義時代は去れりと云うことである。集団的技術の時代が、それに換わりつゝあることを告げる言葉である。

　この言葉が、出版界では、いかなる装おいをもって意味をもちつゝあるであろうか。

　第一の傾向は、著者として個人のみに頼ることから、むしろ、数人の組織の共同編輯に移る場合、又は主な編輯著者の下に集団執筆陣を揃える法、又は徹底的に事典、百科辞典、辞書的形式によって、集団的カード体系の編輯へと、著作陣営が変化しつゝあることである。

　文庫形式も、或意味で云えば、著者のチームワークとしての編成が興味の対象となる意味で、集団形式の出現と考えられるのである。

　日本評論の視覚教育への監修本例えば「地球と人類が生れるまで」のチームワーク、小山の生活百科（例えば「家」のチームワーク等、科学の通俗化に対する少壮科学者達の集団的訓練と考えられるのである。

　これは名人を発見しようとした明治時代の出版界の傾向とは異って、一つのチームを訓練せんとする一九五〇年代の新しい傾向である。

　いち早く平凡社が辞典、全集で試み、しかも、美事に成功したのは、恐らく社長がかって満鉄の図書館でカードをいじった経験を、出版界に生かしたことによって、他社には冒険に見え、自社ではカードの運営でそれが経済的に動くことを知っての企画であったかと思われる。新しく美術全集、児童百科、世界歴史事典とB29の大編隊を悠々とくり出すあたり、この形式の大先輩と云うべきであろう。

　河出の世界思想、社会科学、現代日本文学、音楽等々は、未だ中爆陣と云うべきであろう。

　岩波が科学陣の俊秀を擁して、この集団編輯に乗り出しているが、何となく、成層圏飛行の特殊試験機の感が未だするのである。

　一様に云って、大衆に立向わんとするから、それは、集団編輯となってあらわれつゝあるのである。名人のみに判る名人の作品を有難がるには、時代が少し「もの騒がしく」なりすぎたのである。批評陣で大衆を有難がらせるには、少々、大衆が物知りになりすぎ、題材自体又複雑になりすぎたのである。

　例えば、小学校の生徒に社会科及科学を教えるには、名人ではもはや役に立たないのである。こゝにヒューマニスティックなペイソスをもった小ママ〔少〕壮学徒のチームワークが必要となって来たのである。

　学校群と云う大衆に向って、出版界は眼を（窮余の一策かもしれないが）向けはじめていることが、このチームワークの傾向へのきっかけかもしれない。

　しかし、まだ、残され、すてられている人人がないではない、それは農民、八千万の中の六十パーセントを占めている農民は、未だ読書の対象としては考えられていないのである。出版界は、徳川家康と同じように「百姓は種油の様なものにて候……生かさず殺さず、……茶、酒を禁じ、水の外をのますべからず」と云った考え方の線を持しているかもしれないのである。

　農民に文章を下ろし、農民の魂の中に入って破れざるほど、その原理を堅牢化し、簡単化し、簡易化することの出来る執筆者陣を鍛えなおすには、或は、相当の資本が入用であろう。

　しかし、もし出版界が、このウラニューム鉱の探知に成功するほどの著者陣のチームワークを摑んだとしたら、それはきっと、大変なことゝなるであろう。

　講談社、岩波その他の数調査陣は、或はこの道に手をつける伝統をもっているかも知れない。しかし、これは未来の課題である。

　飛行機が速いほどよく、高く飛べさえすればよいと考えるのは大間違いなのである。最もゆっくり飛べて、最も安全に低く飛べるかを研究することも一つの課題なのである。

　農民から大学者に至るまで一様に封建残渣の縄張りで泥濘にのたうっている日本では、「知識普及よりも、先ず意識革命を」と云うスローガンのもとに、農民にまで対決できる読書企画をもし立てるとすれば、最早、人間に深い愛をもった小ママ〔少〕壮学徒のチームワークにまつほかない、それを訓練し、かけ声をかける新出版人間像があらわれなければならないであろう。

（筆者は国会図書館副館長）
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パブリックドメイン

この作品は著作権保護期間を満了しています。
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